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1. 導入：生成AI市場の加速と長期的コーディングモデルの台
頭 
2026年6月中旬現在、人工知能（AI）業界は歴史上類を見ないほどの開発競争の渦中にある。2026
年6月初旬だけでも、NVIDIAの「Nemotron 3 Ultra 550B」、Googleの「Gemma 4」、Alibabaの「
Qwen 3.7」、そしてMiniMaxの「M2.7」といった主要なフロンティア・モデルが相次いで発表され、市場
全体で見れば平均して2日に1本のペースで新たな基盤モデルがリリースされるという異常な加速状
態に突入している 1。この熾烈なエコシステムの中で、汎用的なチャット性能を競う「総合力」の競争
から、特定の産業ワークフローに深く適合するための「特化型」モデルへの分化が顕著になりつつあ

る。 
このような市場環境の転換点となる2026年6月12日、中国のAI企業であるMoonshot AI（ムーン
ショットAI）は、ソフトウェアエンジニアリングおよびプログラミングにおける自律的タスク遂行に特化し
た大規模言語モデル「Kimi K2.7 Code」を公開した 2。本モデルは、単なるコードスニペットの生成や
小規模なバグ修正を目的としたものではない。複雑なソフトウェア開発のワークフローにおいて、問

題の発見、コードの編集、ツールの実行、テストの実施、そしてリカバリーに至る一連の「長期的コー

ディングタスク（Long-horizon coding tasks）」をエンドツーエンドで完了させる「エージェント志向（
Agentic）」のアーキテクチャとして再設計されている点に最大の存在意義がある 2。 
さらに、本モデルは本体の重み（Weights）データがAI共有プラットフォームであるHugging Face上で
オープンソースとして公開されている 2。改変版MITライセンスという極めて寛容な条件の下で配布さ
れており、一定の巨大な収益規模やユーザー数を基準とする閾値を超えない限り、事実上いかなる

企業でも無償での商用利用およびローカル環境へのデプロイが可能である 2。このオープン性と、後
述する圧倒的なトークン経済性の両立は、Anthropicの「Claude Opus 4.8」やOpenAIの「GPT-5.5」
といったクローズドなフロンティアモデルが支配してきた市場構造に、極めて実質的な地殻変動をも

たらしつつある 5。本レポートでは、Kimi K2.7 Codeの技術的基盤からベンチマークの独立評価、そ
してその特異な能力を最大限に引き出す適用領域としての「知的財産（IP）業務」における実践的構
築手法までを網羅的に分析する。 

2. アーキテクチャの深層：1兆パラメータMoEと決定論的推論
の強制 



2.1. スパースな活性化とトークン効率の極限化 

Kimi K2.7 Codeの卓越した経済性と処理速度を支えているのは、総パラメータ数1兆（1 Trillion）に達
する巨大なMixture-of-Experts（MoE：専門家混合）アーキテクチャである 5。MoEの最大の利点は、
モデル全体が持つ巨大な知識ベースと推論能力を維持しながら、実行時の計算資源（コンピュート）

の消費を劇的に抑えられる点にある。K2.7 Codeは、1トークンを出力するごとに1兆個すべてのパラ
メータを稼働させるのではなく、入力された文脈に応じて最適な専門家ネットワークのみを選択し、約

320億（32B）のパラメータのみをアクティブにする「スパース（疎）な活性化」を採用している 8。 
総パラメータに対してわずか約3%というこの極端に低い活性化率は、高精度な出力を維持しつつ、
後述するAPI価格の崩壊的な引き下げを可能にした直接的な技術要因である 8。オープンソースモデ
ルとして企業が自社のローカル環境に展開する場合、1兆パラメータの密な（Dense）モデルを稼働さ
せるためには莫大なGPUクラスターが必要となり非現実的であるが、32Bのアクティベーションであ
れば、vLLMやSGLangといった最新の推論エンジンを最適化することで、エンタープライズ向けの標
準的なハードウェア環境下においても十分なスループットを確保することが可能となる 2。また、ネイ
ティブなマルチモーダル構造を有しており、テキストのみならず画像や動画の入力もMoonViT（
400M）ビジョンエンコーダーを通じて直接処理できる点も、開発現場におけるドキュメント解析の自
由度を飛躍的に高めている 5。 
2.2. 推論プロセスにおける「オーバーシンキング」の排除 

本バージョンにおいてMoonshot AIが最も強調している技術的進歩は、ベンチマークスコアの表面
的な向上ではなく、推論トークン（Thinking-token）の使用量を先行モデルであるK2.6と比較して約
30%削減したことである 2。これは、自律型コーディングエージェントの実運用において最も深刻なボ
トルネックとなっていた「考えすぎ（Overthinking）」の問題に対する直接的な解決策である 10。 
先行モデルや他社の長文脈モデルが複雑なコーディングタスクに直面した際、モデルは無数の選択

肢を探索し、内部で過剰な自己検証のループに陥る傾向があった。これにより、生成プロセスが停

滞（ストール）し、APIの利用料金が雪だるま式に膨れ上がるという現象が頻発していた 9。K2.7 
Codeは、この内部推論のオーバーヘッドを大幅に削ぎ落とし、より直線的かつ無駄のない経路でタ
スクの完了へと向かうようファインチューニングされている。開発現場の視点から見れば、エージェン

トに自律的な探索やパッチ適用、テストの失敗と回復を繰り返させたとしても、それが予期せぬ「莫

大な調達イベント（Procurement event）」、すなわち予算超過に直結するリスクを大幅に軽減できる
ことを意味している 9。この30%という数字は単なる効率化の指標ではなく、エージェント技術が実験
室の「おもちゃ」から、企業のワークフローに組み込める「経済的に持続可能な労働力」へと昇華した

ことを示す決定的なシグナルであると言える 9。 
2.3. 「思考モード」の完全固定と設定の硬直化がもたらす意味 

K2.7 Codeのアーキテクチャ設計において実務家が最も留意すべき制約は、このモデルが完全に
「思考モード（Thinking mode）」でのみ動作するように強制されている点である 10。通常の対話型AI
は推論の深さをユーザー側で調整できるが、K2.7 CodeではAPIのパラメータ設定において思考モー
ドを無効化すると即座にエラーが返される仕様となっている 18。 
さらに重要なのは、モデルの出力のランダム性や多様性を制御するハイパーパラメータがシステム

レベルで完全に固定化されていることである。具体的には、temperatureは「1.0」、top_pは「0.95」、



一度のプロンプトで生成する回答数を示すnは「1」、そして文脈の繰り返しを抑制する
presence_penaltyやfrequency_penaltyは「0.0」にハードコードされており、これ以外の数値を入力
することは許容されていない 10。 
この硬直的な仕様設計は、汎用的なチャットボットやクリエイティブな文章作成ツールとしての用途を

完全に切り捨てることを意味する。一方で、決定論的（Deterministic）な挙動が絶対的に要求される
ソフトウェアエンジニアリングや、外部ツール・APIの厳密な呼び出し（ToolCalls）においては、この固
定化が逆に強みとなる。ユーザーの不適切なパラメータ設定による出力のブレを物理的に排除し、

多段階の推論や複雑なロジック処理において常にモデル本来の最適な安定性を担保するという、極

めて明確な「コーディング特化」の設計思想が貫かれているのである 5。 

3. ベンチマーク評価と独立した実証実験の乖離 
AIモデルの能力を客観的に評価する上でベンチマークは不可欠であるが、Kimi K2.7 Codeにおいて
は、開発元が公開した輝かしい公式スコアと、第三者の実務家による独立検証の結果との間に、極

めて示唆に富む乖離が観察されている。この乖離は、現在のAI開発における評価手法そのものの
限界を浮き彫りにしている。 
3.1. 内部評価が示す飛躍的なエージェント能力の向上 

Moonshot AIの公式報告によれば、K2.7 Codeは先行するK2.6と比較して、独自に設定されたコー
ディングおよびエージェントのテストスイートにおいて二桁の成長を記録している 10。 

ベンチマーク指

標 
Kimi K2.6 スコ
ア 

Kimi K2.7 
Code スコア 

成長率 評価対象領域 

Kimi Code 
Bench v2 

50.9 62.0 +21.8% 汎用コーディン

グ能力・アルゴ

リズム実装 

Program 
Bench 

48.3 53.6 +11.0% プログラムの理

解と構造的タス

ク 

MLS Bench Lite 26.7 35.1 +31.5% 複数言語にま

たがる複雑なエ

ンジニアリング 

MCP Mark 
Verified 

72.8 81.1 +11.4% Model Context 
Protocolを通じ
たツール実行 

MCP Atlas 69.4 76.0 +9.5% ツール群のオー

ケストレーション



と自律性 

Kimi Claw 24/7 
Bench 

42.9 46.9 +9.3% 長期連続稼働

におけるタスク

完遂率 

これらのデータセットの中で特に注目すべきは、AIエージェントが外部システムと連携するための標
準規格である「MCP（Model Context Protocol）」に関連する指標（MCP Mark Verified等）の高さで
ある。Moonshot AI自身の比較表によれば、この領域においてK2.7 Codeは、はるかに高価なクロー
ズドモデルであるClaude Opus 4.8（76.4点）を上回る81.1点を記録している 9。これは、単に与えられ
たアルゴリズムを解く能力だけでなく、レポジトリ全体を俯瞰し、必要な情報を自ら検索し、ファイルの

編集からテストの実行までを自律的に繰り返す「エージェントとしての総合力」において、フロンティア

モデルと互角以上の戦いができるレベルに到達していることを示している 9。 
 



 
 
3.2. 実務家による批判：ライブラリ依存の脱却が招いた「正直な退行」 

しかしながら、こうした自社テストに基づくスコアの向上に対し、現場のエンジニアや独立系のAI研究
者からは厳しい検証の目が向けられている。開発者のSugumaran Balasubramaniyan氏が「敬意を
込めて言えば、どのモデルも独自のテストスイート上では二桁の成長を遂げるものだ」と指摘したよ

うに、自己報告された数値の透明性には疑義が生じている 10。 
その疑念を裏付けるように、独立系研究者のElliot Arledge氏がGPUカーネル最適化という高度なタ
スクを測定する「KernelBench-Hard」を用いて実証テストを行った結果、K2.7 CodeはK2.6と比較し
て「より正直（more honest）ではあるが、より有能（more capable）ではない」という結論が下された 
10。このテストにおいて、K2.6は既存の高レベルライブラリをラップすることで安全にコードを生成し、「
0.222」というスコアを獲得していた。対照的にK2.7 Codeは、より低レベルなTritonカーネルを直接記
述しようと試みるアーキテクチャの変更がなされており、これ自体はRust、Go、Python等の言語にま



たがるより深い汎化能力を目指した野心的なアプローチである 10。しかし、モデルが直接低レベル

コードを記述した結果、モデル独自のバグが混入してしまい、結果として同ベンチマークにおけるス

コアは「0.157」へと後退（リグレッション）する事態となったのである 10。 
さらに、モデル間のコーディング能力の差を70ポイントという広いスプレッドで厳密に測定する独立し
たベンチマーク「DeepSWE」に対し、Moonshot AIがK2.7 Codeの評価結果を提出していないことも、
実務家からの信頼を完全なものにできていない一因である 10。前モデルであるK2.6はOpenRouter
の週間LLMリーダーボードで首位を獲得した実績があるが、K2.7 Codeの実際のルーティング決定
がそれに続くかは、各企業が自社の特定のタスク分布でテストした結果に委ねられている 10。

Arledge氏の評価において、競合の「Claude Fable 5」が依然としてK2.7 Codeを圧倒しているとの見
解も示されており、すべての指標においてフロンティアモデルを超越したわけではないという現実は、

導入企業にとって冷静な判断材料となる 10。 

4. 破壊的なトークン経済性とライセンスの戦略的特質 
Kimi K2.7 Codeが市場に投じた最大の石は、アーキテクチャの純粋な知能指数ではなく、その「経済
性（Economics）」と「展開の柔軟性（Deployment flexibility）」である。この2点が組み合わさること
で、企業のAI開発戦略は根本的な見直しを迫られている。 
4.1. フロンティアモデルの価格体系を破壊するコスト構造 

K2.7 Codeは、Moonshot APIまたはCloudflare Workers AIなどを通じて提供されており、その利用
料金は従来の巨大モデルの常識を覆す水準に設定されている。 

提供元・モデル API入力コスト
（キャッシュミ

ス） 

API入力コスト
（キャッシュヒッ

ト） 

API出力コスト コンテキスト長 

Kimi K2.7 
Code 

$0.95 / 1M トー
クン 

$0.19 / 1M トー
クン 

$4.00 / 1M トー
クン 

256K (262,144) 

Claude Opus 
4.8 

$5.00 / 1M トー
クン 

非公開 / プロバ
イダ依存 

$25.00 / 1M 
トークン 

1M 

この価格表が示す通り、K2.7 Codeの出力コストはClaude Opus 4.8の約5分の1から6分の1以下と
いう圧倒的な低価格である 3。特に着目すべきは、同一のコンテキストが繰り返される際に入力コス
トを劇的に引き下げる「プロンプト・キャッシング（Prompt Caching）」の適用時の価格であり、100万
トークンあたりわずか「$0.19」という極限の低コストを実現している 4。 
エージェント指向のコーディングワークフローにおいては、巨大なレポジトリのコードベース全体や、

分厚いAPIドキュメントをシステムプロンプトとして毎回の要求ごとに読み込ませる必要がある。その
ため、入力トークンの大部分は反復的なものとなる。キャッシング時の$0.19という価格設定は、長大
な文脈を保持したまま数百回におよぶ修正とテストのループを自律的に回し続けるエージェントの実

稼働において、企業が直面するAPI費用の壁を完全に破壊するものである 8。このコスト競争力によ
り、企業は「すべてのタスクを最も賢いが高価なモデルに任せる」という単一モデル戦略から脱却し、



「反復的で大量のコード生成やテスト作成ループ（Bounded coding loops）はK2.7 Codeをデフォル
ト・ワーカーとして大量に走らせ、最終的なアーキテクチャの意思決定やエッジケースの複雑な判断

のみをGPT-5.5やClaude Opus 4.8にルーティングする」というハイブリッド戦略への移行を加速させ
ている 8。 
4.2. 「モート（防壁）」としての改変版MITライセンス 

オープンソースモデルとしてのK2.7 Codeの展開におけるもう一つの大きな特徴が、「改変版MITライ
センス（Modified MIT License）」の採用である 4。このライセンスは、一般的なMITライセンスの寛容
な利用条件を基本としつつ、Moonshot AIが定めた特定の事業規模を超過した場合にのみ制限を
加える特有の条項が追加されている。 
具体的には、本ソフトウェア（またはその派生物）を利用する商用製品・サービスの「月間アクティブ

ユーザー数が1億人を超える」、または「月間収益が2,000万米ドル（他通貨の同等額）を超える」場
合、その製品・サービスのユーザーインターフェース上に『Kimi K2.7 Code』と目立つように表示しな
ければならないというアトリビューション（帰属表示）義務が課される 6。 
この条項の意図は極めて戦略的である。世界中に存在する99.9%以上の一般企業、スタートアップ、
研究機関、特許事務所にとっては、この閾値に達することはなく、実質的に完全な無償オープンソー

スとして、自社内での再学習やファインチューニング、プロダクトへの組み込みが自由に行える。一

方で、Google、Microsoft、Apple、Metaといった世界的なハイパースケーラーが、自社の巨大なプ
ラットフォームにMoonshot AIの成果物を密かに無償で組み込み、自社の手柄として独占することを
防ぐための強力な「法的モート（防壁）」として機能しているのである。なお、このライセンスはモデル

が生成した合成データ（Synthetic data）を用いた他モデルの訓練や蒸留（Distillation）には適用され
ないと解釈されており、オープンソースコミュニティにおけるAIモデルのさらなる派生開発を阻害しな
いよう配慮されている 24。 

5. 開発エコシステムと自律型エージェントの統合実践 
高性能な基盤モデルも、開発者の既存のワークフローにシームレスに統合されなければ実用的な価

値を生まない。Moonshot AIはこの点において極めてアグレッシブなエコシステム浸透戦略を採って
いる。 
K2.7 CodeはOpenAI互換のAPIエンドポイントを提供しているため、開発チームは既存のゲートウェ
イ設定のベースURLとAPIキーを変更するだけで、アーキテクチャを一切変更することなく、K2.6や他
社モデルからのドロップイン・リプレイスメントを完了できる 2。さらに、同社はモデルの単体リリースに
とどまらず、開発者が日常的に使用しているIDE（統合開発環境）の拡張機能との公式な連携手順を
詳細に公開している。 
VS CodeやCursorといった最新のエディタ環境において、K2.7 Codeは「Claude Code」「Cline」「
RooCode」といった自律型コーディング拡張機能のバックエンドとして即座に指定可能である 17。例

えばRooCodeの設定において、APIプロバイダーとしてMoonshotを選択し、kimi-k2.7-codeをモデ
ルとして指定することで、ブラウザツールの自律使用なども細かく制御しながら、エディタ上で直接長

文脈のコーディングアシスタンスを受けられる 25。また、CLI環境で動作し、マルチプロバイダーをサ
ポートするオープンソースのTUI（Text-based User Interface）である「OpenCode CLI」や、専用の「
Kimi Code CLI」フレームワークとも緊密に統合されている 5。これらのツールは、リポジトリ全体の文
脈理解、複数ファイルにまたがる編集、ターミナルでのコマンド実行といったエージェント・ワークフ

ローを前提として設計されている 5。 



さらに、ローカルデプロイ環境においては、Appleシリコン（Mac）上で効率的にモデルを稼働させる
MLXフレームワークを活用した「inferencerlabs/Kimi-K2.7-Code-MLX-3.5bit-INF」などの量子化モ
デルがすでにHugging Face上で共有されている 28。これを「Hermes Agent」などのオーケストレー
ションツールと組み合わせることで、完全にオフラインかつプライベートな環境下でのエージェント構

築が容易に実現できるエコシステムが急速に形成されている 8。 

6. 知的財産（IP）業務におけるローカルLLMとKimi K2.7 
Codeの戦略的適用 
これまで述べてきたKimi K2.7 Codeの特性——「オープンソースによるローカルデプロイの実現」「
256Kに及ぶ長大なコンテキストウィンドウ」「決定論的で強力なツール呼び出し能力」——これら3つ
の要素が完全に交差し、最も破壊的な業務効率化をもたらす領域が存在する。それが、法務領域、

とりわけ極めて高度な機密性と膨大な文書処理が要求される「知的財産（IP）業務」である。 
6.1. ローカルLLMが必須となる知財領域の厳格なセキュリティ要件 

特許事務所や企業の知的財産部門において、AI導入の最大の障壁となっているのは「セキュリティ
と情報漏洩リスク」である。未公開の発明提案書、研究開発の生データ、自社製品の侵害予防調査

（FTO）に関する検討資料は、企業にとって最高レベルのトレードシークレット（営業秘密）である。こ
れらのデータを、いかにAPI経由でデータ学習オプトアウト契約を結んでいたとしても、外部のクラウ
ドベンダー（OpenAIやAnthropicなど）のサーバーに送信することは、法務・コンプライアンスの観点
から厳格に禁止されているケースが圧倒的に多い 29。 
したがって、知財業務のコア部分にAIを導入するための前提条件は、「インターネットから切り離され
た完全なオフライン環境、あるいは自社の厳重なファイアウォール内部に構築されたオンプレミス・

サーバーで稼働するローカルLLM」であることだ 29。K2.7 Codeは、モデルの重みを完全にダウン
ロード可能であり、独自のGPUクラスター（例えばRTX 3060以上のVRAMを搭載したマシンや、より
大規模なデータセンター向けGPU）上にvLLMやSGLang推論エンジンを用いてセキュアに構築・デプ
ロイできるため、この絶対的なセキュリティ要件を完全にクリアしている 2。継続的なAPI利用コストを
回避しつつ、独自の知財データを用いたファインチューニングやRAG（Retrieval-Augmented 
Generation）環境を構築するための基盤として、極めて理想的な位置づけにある 29。 
6.2. 256Kコンテキストによる特許明細書の全量解析と包袋分析 

特許明細書というドキュメントは、一般的なビジネス文書とは全く異なる性質を持つ。背景技術、課

題、解決手段、実施例、そして最も重要な特許請求の範囲（クレーム）に至るまで、極めて難解な特

有の法律用語（パテント・プロフェイン）で構成され、論理的に密接に結びついた数万文字におよぶ

長大なテキストである。従来のコンテキストウィンドウが狭いLLM（32K〜64K程度）では、明細書全体
を一度に読み込むことができず、ドキュメントを分割してベクトル検索（一般的なRAG）を行う必要が
あった。しかしこの手法では、クレームの構成要件と、それを裏付ける明細書後段の実施例との間

の文脈的な対応関係をAIが見失うという致命的な問題が存在した。 
K2.7 Codeが備える最大256K（262,144トークン）におよぶコンテキストウィンドウは、この課題を根本
から解決する 5。256Kトークンは日本語文字数にして数十万文字に相当し、数百ページに及ぶ特許
ファイルラッパー（出願から拒絶理由通知、意見書・補正書のやり取り、登録に至るまでの全包袋履

歴）や、自社技術と比較すべき複数の競合特許明細書群を、一切分割することなく一度のプロンプト



でモデルのコンテキスト内に完全にインジェクト（注入）することを可能にする 5。 
これにより、知財実務において最も頭脳的な労力を要する以下のような高度な自然言語処理タスク

が、ローカル環境下で一気通貫して実行可能となる。 
●​ 侵害予防調査（FTO）におけるクレームチャートの自動生成: 開発部門から提出された新製品

の詳細な仕様書と、調査対象となった競合他社の複数の特許明細書全体を同時にコンテキス

トに入力する。K2.7 Codeに対し、競合特許の独立クレームの各構成要件（分節化）と、自社
製品の対応する技術要素を対比させ、文言侵害および均等論の観点から抵触・非抵触の論

理的根拠をマッピングした精緻なクレームチャート表を生成させる。 
●​ 拒絶理由通知への反論ロジック構築（中間処理対応）: 特許庁の審査官から通知された拒絶

理由通知書、そこで引用された複数の先行技術文献（引例）、および自社の当初出願明細書

を統合的に分析させる。引例に開示されている技術事項と自社発明との相違点（新規性・進

歩性の主張ポイント）を特定させ、拒絶理由を克服するための補正案のドラフトや、意見書の

骨子を自動生成させる。 
 

 
 

7. J-PlatPat等特許APIと連携した自律型知財調査エージェン
トの構築 



知財業務における真のパラダイムシフトは、LLMが単にテキストを読むだけでなく、自ら外部データ
ベースにアクセスし、情報を取得・加工する「エージェント機能」を持ったときに発生する。K2.7 Code
は、チャットモデルではなく「コーディング・エージェント」として生み出された存在であるため、この領

域において無類の適性を発揮する。 
7.1. 特許情報APIスクレイピングと構造化の自動実行 

世界の主要な特許庁は、膨大な特許データをプログラムからアクセスできるようにAPIを公開してい
る。日本の特許庁（JPO）が運営するJ-PlatPatは、特許・実用新案、意匠、商標の出願情報や、IP5
（日米欧中韓の五大特許庁）の包袋情報（One Portal Dossier: OPD）を取得できる高度なAPI群を段
階的に提供している 31。また、米国特許商標庁（USPTO）や欧州特許庁（EPO）、さらにはGoogle 
Custom Search API（&tbm=ptsフラグを用いた特許検索）などを通じても、詳細な特許のJSONや
XMLデータがバルクで取得可能である 34。 
人間が手動で検索式を構築し、データベースの画面を一つ一つクリックしてPDFをダウンロードする
従来の調査プロセスは、膨大な時間を浪費する。K2.7 Codeは、ユーザーからの自然言語の指示を
受け、自律的にPythonコードを記述してこれらのAPIを叩くことができる。 
例えば、ユーザーが「〇〇の技術に関する直近5年の米国特許をUSPTOとGoogle Patentsから抽出
し、それぞれの要約と独立クレームを比較表にして」と指示を出したとする。K2.7 Codeは即座に以
下のような自律的ワークフロー（Agentic Workflow）を実行する。 

1.​ 検索式の推論と構築: 曖昧な自然言語の指示から、適切なIPC/CPC（特許分類）や技術的
キーワード（シノニムを含む）を推論し、論理演算子を用いた厳密な検索クエリ文字列を構築

する 34。 
2.​ API通信・データ抽出スクリプトの実行: requestsやurllib等のライブラリを用いたPythonスクリ

プトを自ら生成・実行し、指定したAPIのエンドポイントへアクセスする 34。 
3.​ 複雑なデータ構造のパースと正規化: APIから返却された複雑な階層を持つXMLデータ（lxml

等を利用）やJSONデータをパースし、不必要なメタデータを削除した上で、分析に必要な特許
番号、出願人、要約（Abstract）、クレーム部分のみを抽出して構造化フォーマット（CSVや
データベース形式）へと変換する 32。 

4.​ フィルタリングと最終レポートの生成: 抽出した数百件の特許データを自らの256Kコンテキスト
ウィンドウに流し込み、ユーザーの目的（自社技術との関連性など）に合致しないノイズ特許を

セマンティックに除外した上で、最終的な調査レポート（サマリー）を生成する 13。 
7.2. スウォーム（Swarm）アーキテクチャによる並列処理の可能性 

Moonshot AIの技術的特徴の一つとして、エージェント・タスクのオーケストレーションを最大300の
サブエージェントに拡張し、最大4,000の協調ステップを実行させる能力が報告されている 14。知財

業務において、これは「先行技術調査の並列化」という究極の形を実現する。 
検索によって抽出された100件の関連特許候補に対して、単一のプロセスで一つずつ処理するので
はなく、K2.7 Codeが100個のサブエージェントを立ち上げ、それぞれの特許ドキュメントの解析と自
社発明との比較評価を同時並行で実行させるシステム設計が可能となる。この自律的な並行処理

能力と、固定されたハイパーパラメータによる「出力のブレない安定性」が組み合わさることで、知財

調査部門はかつて数週間から数ヶ月を要していた網羅的なクリアランス調査の初期段階を、わずか

数時間で、しかも調達コスト（トークン課金）を気にすることなく完了させることができるのである 9。 



8. 結論：企業が採るべきAIエージェント戦略 
Moonshot AIの「Kimi K2.7 Code」は、生成AIの進化の方向性が、単一モデルによる「汎用的な知能
の限界突破（Scaling laws）」から、特定の産業ワークフローにおける「経済性（Economics）と自律性
（Autonomy）の最適化」へと明確にシフトしていることを象徴するマイルストーンである。 
公式ベンチマークが示す華々しい数値向上については、特定のタスクにおける回帰（Regression）を
指摘する独立研究者からの健全な批判が存在しており、あらゆる状況において世界最高峰のクロー

ズドモデルを凌駕する「魔法の杖」ではないことは明らかである 10。しかしながら、このモデルの真の

革命性は、スコアボードの順位争いにあるのではない。「考えすぎ」という推論プロセスの無駄を省く

ことでトークン消費を30%削減し、オープンソースモデルとしてローカル環境へのデプロイを可能にし
たことで、これまで計算コストとセキュリティの壁に阻まれていたエンタープライズ領域における「自律

型エージェントの本格運用」のハードルを根本から破壊したことにある 9。 
特に知的財産（IP）業務という、厳格なデータガバナンスと膨大な専門文書処理が要求される特殊な
法務領域において、K2.7 Codeの持つアーキテクチャは極めて高い次元で実務要件と合致してい
る。外部に漏らすことのできない機密情報を扱うための完全なローカルデプロイ、長大な特許包袋を

丸ごと飲み込んで文脈を紐解く256Kのコンテキストウィンドウ、そしてJ-PlatPatや海外特許庁のAPI
を自ら叩いてデータを取得・整形するコーディング能力は、特許事務所や企業の知財部門のワーク

フローを根本的に再構築するポテンシャルを秘めている。 
2026年後半以降、企業が採るべきAI戦略はもはや「どの単一モデルと契約するか」ではない。K2.7 
Codeのような特化型のオープンソース・エージェントをローカルで大量かつ安価に稼働させて膨大な
定型調査やデータ構造化のループを自動化し、最終的な人間の専門家による法的判断や、高度な

アーキテクチャ設計のレビューにのみフロンティアモデルのAPIをルーティングするという「ハイブリッ
ド・オーケストレーション」をいかに早く自社内に構築できるかが、次世代の産業競争力を決定づける

唯一の要因となるだろう 8。 
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